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６日(月)に後期の生徒総会が
開催されました。１、２年生を
中心に、自分たちが学校を牽引

しようと頑張って運営する様子を見て、いつもより頼もしく見えました。後期
生徒会のテーマは「Ｗｅ ａｒｅ Ｈｅｒｏ！～絆を繋ぐ架け橋～」と発表され
ました。一人一人が東中の主人公であることを自覚し、たくさんの方々との繋
がりを大切にして、先輩たちが築いてくれたものを更に広げ、つなげ、架け橋
になってくれる生徒会活動となることを期待します。生徒会は、自分たちの学
校生活をよりよいものとするために組織し、様々な企画を生徒自身が考え、解
決を図るものです。中学生は、体も心も、考え方もどんどん大人に近づいてい

く時期です。指示されて動くのではなく、自分たちから自主的に活動していく生徒会であってほしいと強
く思います。生徒総会が有意義な生徒会活動の１ページとなったことに感謝します。

11月初旬から、本校でもインフルエンザに罹患する生徒が増えてきました。手洗い、うがい、
マスク着用など、各自で感染予防をお願いします。

10日（金）に､本校１
年生が国際教養大の学
生５名と男鹿市ＡＬＴ
３名と英語で交流をし
ました。英語で名前や
趣味などの自己紹介を
したり、一緒に楽しく
ゲームをしたりしました。笑顔あふれる活動とな 市健康推進課と１年生とアマノさんとのコラボ
りました。アメリカ、オーストラリア、スウェー 弁当企画が11月で第３弾を迎えました。20～26日
デン、ブラジル、バングラデシュ、台湾と多国籍 の１週間販売していました。今回は「秋のさつま
な交流です。グローバルな活動で何かを感じ取っ いもグラタン」でした。この写真には、匂いや味
てほしいと思います。 覚は映りませんが、全部の要素が詰まった抜群の
また、14日(火)はドイツから有名なピアニスト おいしさでした。グラタンのホワイトソースと地

であるジーハファーさん夫妻や千田桂大さん、佐 元産の甘いさつまいもの絶妙なマッチング、ブロ
市さんを招いての１、２年生参加のピアノ演奏会 ッコリーの栄養分、そのどれもが見事に工夫され

がありました。世 たものでした。レシピは男鹿市広報に載っていま
界で活躍する方々 す。ぜひ参考にしてください。この校報が出る頃
の歌声や音色に酔 には、いつも販売は終わっているのが残念でなり
いしれた一日とな ません。次回の企画は、１月の第４週です。ぜひ
りました。 アマノさんで購入して、お試しください。

９日(木)に第３回となる「学校運営協議会」を開
催しました。今回も地域をよく知る協議会メンバー

から、来年度行事の方向性を示してくれる貴重な意見が多数出ましたので、一部紹介します。大変貴重
な意見です。最大限活用させていただきます。ありがとうございました。
①ボランティア活動の活性化（脇一小の清掃や地域の案内板の清掃、メロンマラソンや保育園訪問）、
②車椅子の修理体験（男鹿工業とのコラボ）、③一人暮らしの家庭での雪かき、④交通安全（見守り隊
の活用）、⑤ふるさと男鹿の人材バンク作成、⑥老人へスマホの使い方講習会実施、⑦退職した先生方
の活用（放課後の学習）、⑧公民館の地域行事「グラウンドゴルフ」への参加、⑨なまはげ太鼓の伝承、
⑩他県から男鹿に住む人の話を聴く､⑪年末のなまはげのケラづくりの呼び掛け など。
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